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研究成果の概要（和文）：本研究は韓国語を題材として教員による一方的授業から学修者の能動的授業への転換
を目的とした。まず，客観的な学習評価の試験結果と統計的手法を用いて，学習者が難しいと思われる学習内容
と習得過程との関係を明らかにした。また，聞取りの学習項目と学習期間による習得過程の変化を調べて，聞取
りの学習別に対する習熟度の影響を確かめた。これらの分析をADDIEモデルに組み込んだスマートデバイスの学
習教材を開発し，実践活用を通してその有効性も確かめた。さらに，本研究を通して得られた知識と経験を他教
科の論理回路実験に応用し，潜在しているARCSモデルの4要因を活性化させて，学生の学習意欲に及ぼす効果を
分析的に示した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to shift from one-sided learning by teachers 
to active learning centered by learners in Korean class. First, using the test results of objective 
learning evaluation and statistical methods, we clarified the relationship between the learning 
content and the learning process, which are considered difficult for learners. In addition, we 
investigated the changes in the learning process depending on the learning items of listening and 
the learning period, and confirmed the effect of proficiency on each learning of listening. We 
developed learning materials for smart devices that incorporate these analyzes into the ADDIE model,
 and confirmed their effectiveness through practical use. Furthermore, the knowledge and experience 
gained through this study were applied to logic circuit experiments in other subjects, and the four 
factors of the latent ARCS model were activated to analytically show the effect on students' 
motivation to learn.

研究分野：韓国語教育

キーワード： 韓国語教育　アクティブラーニング　リスニング　スマートフォン学習教材
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では「教員が一方的に話す授業」から，「学修者が能動的に話す授業」への転換を目的とし，学生が普段
から馴染んでいるスマートフォンに最適した韓国語学修支援システムを開発し，正規の韓国語授業の実践活用で
その有効性を確かめた。また，韓国語教育に限らず，工学系科目（論理回路に関する実験）でも有効性を確かめ
たので，本研究で蓄積された知見は幅広い教育分野で利活用が期待できる。さらに，ICT技術活用による韓国語
教育の教育改善に本研究が貢献し，質の高い新たな教育サービスの実現に近づいていると考えられる。また，大
学以外にも急増している社会人の韓国語学習者へのニーズにも対応できると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
文部科学省中央教育審議会(2015年)によると，これからの時代に求められる資質・能力と，そ
れを培う教育，教師の在り方について「アクティブラーニングの推進とＩＣＴの活用」を促して
いる。申請者らは従来から韓国語学修に ICT 技術を活用した手書き学習ツール（教育システム
情報学会誌: 2008）を開発したが，利用できる環境は PCを基盤としたので，時・空間的に限ら
れていた。そこで，いち早く，申請者らは携帯電話による学習ツール（Journal of the International 
Network for Korean Language and Culture：2008）も試みたが，当時の技術では学習性能に限界
があった。近年高性能モバイル端末が登場したので，申請者らは直ちに電子教科書や検定試験対
策のツール開発と実践活用（コンピュータ＆エデュケーション：2012， 教育システム情報学会
誌: 2013）を行い，モバイル端末上に新たな語学教育サービスが展開できる可能性を見出した。 
そこで，本研究では学生が普段から馴染んでいるスマートフォンに最適した韓国語学修支援
システムを開発して「教員が一方的に話す授業」から，「学修者が能動的に話す授業」への転換
を目的とする。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究の目的は，ICTを活用した韓国語会話授業でのアクティブラーニング型教授学習の
確立である。目的の達成手段として，モバイル端末を用いて学生に能動的学習を促す授業モデル
の構築と，その学修支援システムを開発する。本システムには，多人数授業でも学修者全員に教
員の指導が十分に行き渡る教育用コンテンツと，授業支援機能とを装備する。本システムによる
ＩＣＴの活用は他教科のアクティブラーニング型授業にも適用可能なものである。 
 
（2）具体的な研究項目は，①能動的学修を実践する発音教育の可視化開発，②韓国語会話力を
向上させる協働学習ネットワーク構築，③実践活用による有効性の検証，の３つである。 
 
３．研究の方法 
本研究計画では，以下の三つのサブテーマで研究課題を順次に行う。 
(1) 能動的学修を実践する韓国語の発音教育の可視化システムを開発する。 
(2) 韓国語会話力を向上させる協働学習ネットワークを構築する。 
(3) 実践活用と評価分析による学修効果を実証する。 
申請者らは，これまで多数の韓国語教科書と教育教材，ICT 技術を研究開発し，従来の一斉授
業ではできなかった新学修スタイルの可能性を見出した。本研究では，多人数の会話授業でも能
動的な学びが実践できるよう，モバイル端末用の教授・学習システムを開発する。 
 
４．研究成果 
 
（1）本研究では，韓国語の初級後半の日本人学習者が韓国語の習得過程において難しいと思わ
れる学習内容とその習得過程について分析するために，客観的な評価資料の筆記試験を受験し
た日本人学生の試験結果を研究対象として，各項目の学習内容と正解率の分布について分析し
た①。韓国語の初級後半の学習者が中級段階と上級段階の韓国語学習に継続して学習を続ける
ためには，多様な学習内容の中でどのような学習項目に韓国語の初級後半の学習者が難しいと
思われるのかについて，その学習項目と内容を検討した本研究の考察は重要であると考えられ
る。また，本研究では分析対象者を得点者別の二つのグループに分けて韓国語の習得過程におけ
る比較分析をしながら，習得過程の共通点と相違点について考察を行った。さらに，考察した内
容を客観的に検討するために統計的手法による分析も行った。 

 
（2）本研究では，韓国語を学習する日本人学習者の聞取り習得について分析するために客観的
に聞取り能力を評価する聞取り試験に関して項目別の学習評価の内容と習得内容について考察
し，習熟度の影響についても検討した。聞取り試験を受験した日本人学生の試験結果について学
習内容別の正解率の分布と学習期間の経過による聞取りの習得状況の変化について考察しなが
ら，統計的手法による分析も行った②。韓国語学習者の聞取り能力向上のために韓国語学習者が
難しいと思われる聞取りの学習項目を学習段階別に考察するのは重要であると思われるので，
本研究では学習期間が異なる韓国語学習者の聞取りの習得状況を比較しながら，習得における
共通点と相違点について分析を行った。また，聞取りの習得状況と習熟度の影響についても統計
的手法による分析を行った。 
 
(3) 本研究では，紙媒体の練習問題の運用と音声機能を有するスマートデバイスを学習教材とし
て用いて，聞取り対策授業内・外の双方向型学修と自律学修の両方を目指す教授・学習法を一提
案した③。その際，提案手法は ADDIE モデルに基づき，現状における研究対象，聞取り対策授業，
関連研究の分析結果から，改善すべき課題を明らかにした。それらの課題の解決・実現に向けて，



スマートデバイスの学習教材の具体的かつ詳細な設計・開発を行った。提案した学習教材を用い
た教授・学習法は，聞取り対策授業内・外に講じられて，聞取り対策授業内では，学習量拡大，
授業中・後の練習問題の準備・採点作業の教員負担の軽減，リアルタイムでのフィードバックな
どによって課題解決ができて，本質的な双方向型学修を展開した。聞取り対策授業外では，スマ
ートデバイスの学習教材により音声 CD の不便性がなくなり，自宅以外の日常生活でも気軽に自
律学修ができた。このような授業内・外における提案手法の活用に対して，対象の学習者の評価
は高かったこともアンケート調査から確かめた。また，個々の学習者がもつ韓国語能力を伸ばす
こともできた。 
 
 (4) 学生が普段
から馴染んでいる
スマートフォンに
最適した韓国語学
修支援システムの
開発・実践活用を
通して，蓄積され
た知見は幅広い教
育分野で利活用が
期待できる。図 1
～図 4 に示すよう
に，本研究では韓
国語教育に限らず，工学系科目（論理回路に関する実験）でも有効性を確かめたので，既存の論
理回路実験に潜在している ARCS モデルの 4要因を活性化させて，学生の学習意欲に及ぼす効果
を分析的に示した④。分析には論理回路実験の受講者 122 人を対象に約 4 か月の実践活用期間
で，現状と提案した教授法を各々講じた 2グループ GA, GB 学生からの評価データを利用した。
統計分析は 2グループ間の評価に着目した分割表を用いたχ2検定を行った。その結果，潜在的
ARCS モデルの注意，関連性，満足感の 3 要因と自信の一部の活性化を起こした提案した教授法
が現状と比べて，学生の学習意欲向上に効果があることが示唆された。これらの効果は現状にお
ける課題の改善にも良い影響を与えたと考えられる。従って，提案した教授法では，学生の主体
的な行動で理解を深める実験意義や学習効果も期待できる。今後は，学生の学習意欲向上が学習
効果にどのような影響を与えるかの検証をしたい。 
一方，提案した教授法では，学生に実験成功への確信や実感を持たせることが十分ではなかっ
たことも確かめた。そのため，以前よりも丁寧な説明と実験指導を講じるなどの持続的な教員の
努力が求められる。 
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